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本
紙
は
地
域
新
聞
と

し
て
、
地
域
の
方
が
分

か
る
よ
う
に
、
顔
写
真

は
出
来
る
だ
け
顔
が
見

え
る
よ
う
に
、
撮
影
の

時
だ
け
マ
ス
ク
を
外
し

て
頂
い
て
撮
影
し
て
い

ま
す
。          

編
集
部

10
年
に
１
度
、
オ

ラ
ン
ダ
王
国
で
開
催

さ
れ
る
世
界
最
大
の

花
の
祭
典「
２
０
２
２

年
ア
ル
メ
ー
レ
国
際

園
芸
博
覧
会
・
フ
ロ

リ
ア
ー
ド
２
０
２
２
」

は
、
来
た
る
４
月
14

日
か
ら
約
半
年
間
に

わ
た
り
ア
ル
メ
ー
レ

市
で
開
催
さ
れ
る
。

日
本
国
の
一
員

と
し
て
、
市
内
の
若

手
農
業
者
等
で
構
成

さ
れ
る
川
口
市
農
業

青
年
会
議
所
が
中
心

と
な
っ
て
、「
川
口

市
フ
ロ
リ
ア
ー
ド

２
０
２
２
出
展
実
行

委
員
会
」
を
設
立
し
、

そ
の
実
行
委
員
長
に

同
会
議
所
理
事
長
の

平
林
貢
さ
ん
が
就
任

さ
れ
た
。

昭
和
57
年
の
初
出

展
以
来
５
回
連
続
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の

各
種
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
金
賞
を
は
じ
め

多
く
の
賞
を
受
賞
し
、

川
口
市
の
植
木
や
造

園
技
術
が
世
界
の
舞

台
で
大
い
に
評
価
さ

れ
て
き
た
。　

今
回
は
、「
里
山

の
農
家
の
庭
」を
テ
ー

マ
に
し
た
日
本
の
屋

外
展
示
区
域
に
、
安

行
の
植
木
を
中
心
と

し
た
樹
木
類
を
使
用

し
、
親
し
み
や
す
く

懐
か
し
い
風
情
の
あ

る
都
市
庭
園
を
制
作

す
る
。世界

各
国
の
園

芸
、
造
園
技
術
が
集

結
す
る
こ
の
園
芸
博

覧
会
へ
の
出
展
は
、

都
市
化
に
伴
う
農
地

の
減
少
や
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
な
ど
、
厳

し
い
課
題
に
直
面
し

て
い
る
川
口
市
の
緑

化
産
業
に
と
っ
て
、

卓
越
し
た
技
術
と
伝

統
を
継
承
し
て
い
く

た
め
の
貴
重
な
財
産

と
な
る
も
の
。

平
林
実
行
委
員
長

　

国
際
園
芸
博
覧

会
（
フ
ロ
リ
ア
ー
ド

＝
オ
ラ
ン
ダ
語
）
と

は
、
園
芸
先
進
国
で

あ
る
オ
ラ
ン
ダ
王
国

で
、
10
年
に
１
度
開

催
さ
れ
る
世
界
最
大

の
花
の
祭
典
で
あ
り
、

世
界
各
国
か
ら
様
々

な
花
き
が
数
多
く
出

展
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
花
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

は
「
今
回
の
私
た
ち

世
代
の
力
を
尽
く
し

た
植
木
と
庭
園
で
、

世
界
を
魅
了
し
ま
す
。

会
期
中
に
予
定
さ
れ

て
い
る
『
ジ
ャ
パ
ン

デ
ー
』
で
は
、
歴
史

と
伝
統
を
誇
る
川
口

の
植
木
の
美
し
さ
だ

け
で
は
な
く
、
川
口

ら
し
さ
を
世
界
に
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

緑
化
産
業
の
発
展
に
、

販
路
開
拓
、
情
報
収

集
の
機
会
に
な
れ
ば

と
頑
張
り
ま
す
」
と
、

抱
負
を
語
っ
た
。

新
郷
地
区
本
蓮
の

(

株)

寿
建
設
興
業
の

２
代
目
社
長
、
東
本

郷
南
町
会
の
副
町
会

長
と
し
て
活
躍
。

趣
味
は
ミ
ニ
テ
ニ

ス
。
好
き
な
テ
レ
ビ

は
「
Ｎ
H
Ｋ
の
世
界

ふ
れ
あ
い
街
歩
き
で

す
。
行
っ
た
気
分
に

な
れ
ま
す
ね
」
と
。

て
視
察
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
写
真
左
は
板
橋
さ

ん
。
右
は
、
こ
の
時

の
実
行
委
員
長
の
椎

橋
美
孝
さ
ん
。
写
真

提
供
、
板
橋
さ
ん
。

　
前
回
は
２
０
１
２

年
（
平
24
年
）
に
開

催
さ
れ
た
。

　
板
橋
智
之
さ
ん
は
、

川
口
市
議
会
議
員
時

代
、市
議
会
議
長
（
実

行
委
員
監
査
）
と
し

　
Ｐ
３
頁
「
春
夏
秋

冬
」の
コ
ー
ナ
ー「
雛

人
形
」。

　
板
橋
智
之
前
県
議

会
議
員
原
稿
を
参
照
。

　
写
真
提
供
板
橋
さ

ん
。



　
木
曽
駒
ケ
岳
は
、

長
野
県
上
松
町
・
木

曽
町
・
宮
田
村
の
境

界
に
そ
び
え
る
標
高

２
９
５
６
ｍ
の
山
で
、

木
曽
山
脈
（
中
央
ア

ル
プ
ス
）
の
最
高
峰

で
日
本
の
百
名
山
の

一
つ
。

　
「
人
生
は
１
度
き

E-mail a_asku@askuraidoboku.co.jp

〒334-0056

新
郷
地
区
交
通
安

全
連
合
会
（
中
山
久

仁
夫
新
郷
交
通
安
全

指
導
員
会
会
長
と
、

前
原
博
孝
連
合
町
会

長
）
は
、
交
通
事
故

防
止
を
図
る
た
め
地

区
内
の
学
校
６
校
へ

「
交
通
安
全
横
断
幕
」

を
寄
贈
し
た
。

写
真
左
は
東
中

で
、
左
か
ら
大
井
裕

美
子
教
頭
、
寺
本
正

和
さ
ん
、
前
原
さ
ん
、

　
東
中
学
校
は
、
去

る
９
月
22
日
埼
玉
会

館
に
お
い
て
、「
交
通

安
全
優
良
校
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
た
。

　
「
貴
校
は
交
通
安
全

活
動
を
積
極
的
に
推

進
し
て
生
徒
の
交
通

安
全
教
育
と
交
通
事

故
防
止
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
そ
の
功
績
は

真
に
顕
著
で
あ
り
ま

コ

新郷地区交通安全連合会　横断幕データ　６校

す
こ
こ
に
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
」
と
感

謝
状
。

　
藤
川
悟
校
長
は「
本

校
の
安
全
教
育
の
日

頃
の
取
組
の
成
果
や

交
通
事
故
の
こ
れ
ま

で
の
実
績
が
県
下
で

認
め
ら
れ
、
埼
玉
県

警
察
本
部
長
と
埼
玉

県
交
通
安
全
協
会
会

長
の
連
名
表
彰
と
な

る
『
交
通
安
全
優
良

校
』
受
賞
の
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
県

内
公
立
・
私
立
を
合

わ
せ
た
全
て
の
小
・

中
・
高
等
学
校
の
中

で
13
校
に
授
与
さ
れ
、

県
内
４
０
０
校
以
上

あ
る
中
学
校
の
中
で

も
５
校
だ
け
に
授
与

さ
れ
る
も
の
で
大
変

に
名
誉
な
賞
で
す
。

あ
ら
た
め
て
本
校
生

徒
の
た
め
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
く
だ
さ
っ

て
い
る
全
て
の
皆
様

へ
の
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
の
名
誉
あ
る
受

賞
を
、
新
た
な
機
会

と
し
て
、『
命
の
大
切

さ
』
を
根
幹
に
、
交

通
事
故
防
止
に
向
け

て
さ
ら
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
」
と

喜
び
を
語
る
。

11
月
13
日
埼
玉
県

151
周
年
コ
ン
サ
ー
ト

所
＝
ス
タ
ジ
オ

　
カ
ル
ー
ソ
ホ
ー
ル

曲
＝
喜
び
の
歌
・
ド

レ
ミ
の
歌
・
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス
等

費
用
＝
１
万
５
千
円　
　

【
稽
古
７
回

　
　
　
・
本
番
含
む
】

後
援
＝
川
口
市
教
育

委
員
会
・
川
口
市
等

問090-9368-7601　
　
　

　
　
　
　
　
　
金
刺

第
67
回
演
奏
会

日
＝
４
月
24
日
（
日
）

時
＝
14
：
30
開
演　

所
＝
新
郷
公
民
館

　
　
２
階
視
聴
覚
室

内
容：ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
弦
楽
四
重
奏
曲
等

　
※
入
場
無
料

問080-1042-9123　
　
　
　

中
山
さ
ん
、
藤
川
悟

校
長
、
大
塚
勇
吉
さ

ん
。写

真
右
は
新
郷
小

で
、
左
か
ら
土
井
亮

教
頭
、
３
番
目
三
浦

大
助
校
長
と
上
記
の

皆
さ
ん
。
下
は
各
学

校
へ
寄
贈
の
横
断
幕
。

り
。
お
お
い
に
楽
し

も
う
と
、色
々
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
て
い
ま

す
。
山
登
り・ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
・
自
転
車
等
。
多

く
を
感
じ
、
体
験
し
、

思
い
出
を
作
る
。
コ

ロ
ナ
の
終
息
を
願
い

つ
つ
、
今
を
生
き
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」

　
山
と
酒
と
野
球
を
愛

す
る
会　
小
野
寺　
勉
。

　
写
真
前
列
左
は
酒

井
由
喜
子
さ
ん
、
右

は
小
浜
和
恵
さ
ん
、

後
列
左
か
ら
小
野
寺

勉
さ
ん
、
酒
井
修
さ

ん
、
新
原
寛
一
さ
ん
、

小
浜
剛
さ
ん
。

　
文
・
写
真
小
野
寺

さ
ん
提
供
。

　　登山基地である千畳敷カール



今
、
流
行
し
て
い
る

オ
ミ
ク
ロ
ン
ウ
イ
ル
ス

は
、
感
染
力
が
強
く
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

か
か
り
、
感
染
者
数
は

多
い
で
す
が
、
以
前
の

デ
ル
タ
株
よ
り
毒
性
が

弱
く
、
重
症
に
な
る
人

は
少
な
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
に

多
い
、
体
力
の
な
い
人

や
、
糖
尿
病
な
ど
の
余

病
を
持
っ
て
い
る
人
の

死
亡
率
が
高
い
こ
と
が

気
に
な
り
ま
す
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
以
前

の
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
重
症
者
や
死
亡

者
は
、
エ
ク
モ
で
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
肺
全
体

が
侵
さ
れ
て
、
呼
吸
困

難
に
な
る
と
い
う
病
気

進
行
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
事

例
は
、
年
齢
で
は
70
〜

90
代
に
多
く
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
の

ダ
メ
ー
ジ
は
少
な
く
、

お
口
の
中
に
住
ん
で
い

る
ご
く
普
通
の
細
菌
の

侵
入
に
よ
る
、
重
症
化

で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。こ

れ
は
恐
ら
く
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
よ
る
、
鼻

や
の
ど
の
炎
症
で
、
飲

み
込
む
力
や
免
疫
力
が

低
下
し
た
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

肺
に
細
菌
が
入
る
、

誤
嚥
性
肺
炎
の
対
策
は
、

常
在
菌
が
多
く
い
る
お

口
の
中
を
キ
レ
イ
に
し

て
お
く
こ
と
が
大
事
で
、

歯
磨
き
な
ど
の
口
腔
ケ

ア
と
、
飲
み
込
み
を
良

く
す
る
た
め
に
、
お
口

の
周
り
の
筋
力
を
丈
夫

に
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
有
効
で
す
。

特
に
、
唾
液
に
混

じ
っ
て
無
意
識
の
う
ち

に
、
気
管
を
通
し
て
肺

の
方
に
細
菌
が
入
り
込

ん
で
し
ま
う
、
睡
眠
中

の
誤
嚥
に
よ
る
感
染
を

な
く
す
た
め
に
、
夜
寝

る
前
の
歯
み
が
き
を

し
っ
か
り
や
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。

  

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）　

  　
院
長　
岩
下　
一
三

　
川
口
市
農
家
組
合

連
絡
協
議
会
主
催
、

埼
玉
県
・
川
口
市
後

援
に
よ
る
、「
第
61
回

川
口
市
花
の
文
化
展
」

が
リ
リ
ア
か
ら
、
新

会
場
の
イ
オ
ン
モ
ー

ル
サ
イ
ボ
ー
ホ
ー
ル

で
２
月
26
・
27
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
徹

底
し
た
う
え
で
開
催

さ
れ
た
。

市
内
特
産
で
あ
る

「
枝
物
・
切
花
・
鉢
花
・

ポ
ッ
ト
樹
木
類
」
の

審
査
会
の
出
品
物
を

展
示
・
予
約
販
売
。　
　
　
　
　
　

市
内
団
体
に
よ

る
即
売
会
。
川
口
農

業
ブ
ラ
ン
ド
PR
コ
ー

ナ
ー
等
が
設
け
ら
れ

た
。新

藤
義
孝
衆
議
院

議
員
秘
書
の
菊
地
博

さ
ん
、「
新
郷
の
文
化

を
考
え
る
会
」
代
表

の
照
山
悦
子
さ
ん
、

居
酒
屋
「
も
み
じ
」

の
七
瀬
怜
子
さ
ん
も

観
賞
。

　
写
真
左
か
ら
山
岡

悦
朗
副
組
合
長
、
菊

地
さ
ん
、
照
山
さ
ん
、

七
瀬
さ
ん
、
栗
原
猛

組
合
長
。

　
私
が
会
長
を
務
め

さ
せ
て
頂
い
て
い
る

川
口
市
立
高
校
同
窓

会
で
は
、
こ
こ
数
年
、

２
月
下
旬
か
ら
３
月

上
旬
に
か
け
て
校
内

に
雛
人
形
を
飾
る
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
雛
人
形
は
昭

和
12
年
、
川
口
市
立

女
子
高
校
の
卒
業
生

か
ら
の
寄
贈
品

で
、
今
日
ま
で

代
々
と
受
け
継
が

れ
て
来
た
も
の
で

す
。

　
雛
人
形
は
、
古
代

中
国
の
年
中
行
事
で

あ
る
「
上
巳
の
節
句
」

が
起
源
だ
そ
う
で
す
。　
　

　
や
が
て
日
本
に
伝

わ
り
時
代
の
流
れ
に

つ
れ
て
江
戸
時
代
に

な
る
と
庶
民
の
間
に
、

子
女
の
健
や
か
な
成

長
や
幸
せ
に
な
っ
て

ほ
し
い
両
親
の
願
い

を
込
め
る
風
習
と
な

り
、
現
在
の
桃
の
節

句
・
雛
祭
り
へ
と
つ

な
が
っ
て
き
た
と
の

事
で
す
。

　
こ
の
飾
り
付
け
作

業
は
意
外
と
時
間
を

要
す
事
と
な
り
ま
す
。

古
く
て
劣
化
が
進
ん

で
い
る
繊
細
な
人
形

な
の
で
専
用
の
箱
か

ら
出
し
入
れ
す
る
時

に
ま
ず
は
気
を
使
い

ま
す
。

　
続
い
て
人
形
を
並

べ
る
時
に
内
裏
ひ
な

の
男
雛
と
女
雛
ま
で

は
い
い
の
で
す
が
、

３
人
官
女
、
５
人
囃

子
、
道
具
の
品
々
の

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
物

や
配
置
を
過
去
の
資

料
を
参
考
に
し
な
が

ら
完
成
さ
せ
て
い
く

の
が
一
苦
労
な
の
で

す
。

　

全
て
が
完
成
と

思
っ
て
も
微
妙
な
向

き
や
全
体
バ
ラ
ン
ス

か
ら
最
終
的
に
は
微

調
整
を
何
度
も
繰
り

返
す
事
と
な
り
ま
す
。

　
飾
り
終
え
た
時
は

あ
る
種
の
安
堵
感
と

達
成
感
を
味
わ
う
事

が
出
来
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で

飾
ら
れ
た
雛
人
形
を

見
て
も
単
純
に
綺
麗

だ
な
と
思
う
程

度
で
し
た
が
、

飾
り
付
け
に
関

わ
る
事
に
な
っ

て
か
ら
は
、
ど
ん
な

人
達
が
ど
ん
な
思
い

で
飾
り
付
け
を
し
た

の
か
を
想
像
す
る
様

に
な
り
ま
し
た
。

　

自
宅
や
実
家
に

眠
っ
て
い
て
何
年
も

飾
っ
て
い
な
い
雛
人

形
が
あ
れ
ば
来
年
は

飾
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　

  

前
埼
玉
県
議
会
議
員

　
　
　

  

板
橋　
智
之　
　 　

東
本
郷
の
書
道
教
室

「
墨
花
舎
」
石
川
み
ど
り

さ
ん
は
、
川
口
市
末
広

に
あ
る
末
広
自
動
車
㈱

（
代
表
取
締
役
福
世
一
明

さ
ん
）
の
、
新
社
屋
落

成
に
伴
い
企
業
理
念
を

揮
毫
し
た
作
品
を
謹
呈

し
た
。福世

さ
ん
は
「
見
事

に
企
業
理
念
を
書
い
て

頂
き
感
動
し
ま
し
た
。

家
宝
と
な
り
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
感
謝
を
述

べ
た
。福世

さ
ん
の
座
右
の

銘
は
、「
か
け
た
情
け
は

水
に
流
せ　
受
け
た
恩

は
石
に
刻
め
」
と
。

福世さんと石川さん　末広自動車の事務所で。



　
花
粉
症
は
免
疫
バ
ラ

ン
ス
の
乱
れ
が
原
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
人
間
に
は
、
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
か
ら
体
を
守

る
「
免
疫
」
が
そ
な
わ
っ

て
い
ま
す
。
免
疫
力
が

落
ち
る
と
病
気
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
花
粉
が
体
内
に
入
っ

た
な
ら
ば
、
敵
対
異
物

と
し
て
捉
え
て
、
目
に

入
っ
た
ら
痒
み
や
涙
で

排
泄
、
鼻
に
入
っ
た
ら

鼻
水
で
排
泄
、
口
に
入

る
と
喉
の
炎
症
な
ど
が

引
き
起
こ
さ
れ
る
な
ど

で
す
。
免
疫
機
能
を
正

常
化
さ
せ
れ
ば
花
粉
症

も
和
ら
ぎ
ま
す
。

　

体
の
免
疫
細
胞
の

70
％
は
腸
内
に
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
免
疫
細
胞

を
増
や
す
た
め
に
は
、

腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や

す
こ
と
で
す
。

　
味
噌
や
ヨ
ー
グ
ル
ト

な
ど
の
発
酵
食
品
に
は
、

乳
酸
菌
・
ビ
フ
ィ
ズ
ス

（293）

菌
な
ど
の
善
玉
菌
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
善
玉
菌
の
餌

と
な
る
食
物
と
し
て
、

食
物
繊
維
・
ワ
カ
メ
・

昆
布
な
ど
海
藻
類
に
多

く
含
ま
れ
ま
す
。
バ
ナ

ナ
・
大
豆
な
ど
オ
リ
ゴ

糖
等
も
餌
に
な
り
ま
す
。

　
お
薬
と
し
て
は
，
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
や
免
疫

調
整
作
用
の
お
薬
「
ル

ミ
ン
」
を
お
薦
め
し
て

い
ま
す
。

保
険
薬
剤
師

  　
　

  

中
山　
久
仁
夫

　
３
月
６
日
新
郷
公

民
館
で
、
川
口
市
民

音
楽
協
会
に
よ
る
市

民
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
た
。

　
出
演
は
、
金
管
バ

ン
ド
「
Ｆ
ｅ
ｅ
T
５
・

４
」
で
、
３
人
が
熱

演
し
た
。
第
１
部
は
、

お
笑
い
芸
人
の
伊
東

先
生
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
。　
　

　
第
２
部
は
、
打
ち

込
み
の
伴
奏
で
、
素

晴
ら
し
い
金
管
楽
器

の
演
奏
だ
っ
た
。

　
会
場
に
は
、
市
教

育
委
員
会
教
育
総
務

部
・
文
化
推
進
室
長

の
藤
田
泰
司
さ
ん
、

同
協
会
事
務
局
長
の

横
川
孝
司
さ
ん
、
何

と
同
協
会
の
理
事
長

は
、
平
成
８
年
度
か

ら
３
年
間
、
東
中
学

の
校
長
を
さ
れ
て
い

た
山
本
哲
雄
さ
ん
が

鑑
賞
さ
れ
て
い
た
。

　
山
本
さ
ん
と
本
紙

は
、
26
年
振
り
の
再

会
と
な
っ
た
。

　
マ
ツ
エ
ク
、
ネ
イ

ル
、
美
容
室
、
月
１

で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

通
う
女
性
た
ち
。

　
今
は
さ
ら
に
加
え

て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
エ

ス
テ
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
な
ぜ
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
エ
ス
テ
が
人
気
な

の
か
と
言
う
と
、
情

報
が
多
過
ぎ
る
こ
の

時
代
、
き
ち
ん
と
自

身
を
理
解
し
向
き

合
っ
て
も
ら
え
る
エ

ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
に

巡
り
会
え
る
こ
と
が

大
変
重
要
だ
か
ら
で

す
。　

　
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ

ロ
ン
パ
ピ
ヨ
ン
は
、

本
気
で
綺
麗
に
な
り

た
い
人
だ
け
に
来
て

欲
し
い
！
そ
し
て
本

気
に
綺
麗
に
な
る
事

を
次
の
理
由
で
諦
め

な
い
で
！

①
サ
ロ
ン
へ
行
く
時

間
が
な
い
②
サ
ロ
ン

へ
行
く
の
が
恥
ず
か

し
い
③
サ
ロ
ン
へ
通

う
お
金
が
無
い
④
効

果
が
あ
る
か
不
安
。

　
貴
女
の
本
気
！
に

熟
練
し
た
エ
ス
テ

テ
ィ
シ
ャ
ン
が
本
気

で
応
え
ま
す
。

そ
し
て
、
極
上
の
癒

し
の
エ
ス
テ
を
体
験

し
た
い
貴
女
へ
！

　
優
し
い
香
り
と
音

楽
に
包
ま
れ
、
心
か

ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な

が
ら
受
け
る
極
上

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
至
福

の
ひ
と
時
で
す
。

　
大
切
な
か
け
が
え

の
無
い
、
ご
自
身
を

労
わ
る
こ
と
で
、
未

来
へ
の
活
力
へ
と
繋

が
り
ま
す
。
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
パ
ピ
ヨ
ン

　
　
　
七
瀬　
怜
子

　
２
月
19
日
、
第
47

回
新
郷
地
区
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
会

長
＝
鈴
木
歳
男
さ
ん
）

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

感
染
予
防
や
検
温
等

を
し
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
男
子
▽
優
勝
＝
押

田
光
市
（
本
蓮
）
▽

準
優
勝
＝
上
村
俊
雄

（
本
蓮
）
▽
３
位
＝
鈴

木
歳
男
（
本
蓮
）
▽

４
位
＝
松
葉
裕
（
榛

松
）
▽
５
位
＝
砂
賀

民
男
（
江
戸
）。

◆
女
子
▽
優
勝
＝
桜

田
チ
エ
子
（
榛
松
）

▽
準
優
勝
＝
松
葉
美

紀
（
榛
松
）
▽
３
位

＝
原
カ
ツ
子
（
赤
井
）

▽
４
位
＝
岩
谷
恒
子

（
新
堀
）
▽
５
位
＝
押

田
照
子
（
本
蓮
）。

              （
敬
称
略
）

　
２
月
号
P3
の
サ
ン

テ
ピ
ア
に
手
作
り
品

を
贈
ら
れ
た
櫻
井
静

枝
さ
ん
の
文
の
一
部

を
「
ペ
レ
ッ
ト
を
大

阪
の
枚
方
市
よ
り
取

り
寄
せ
、
お
手
玉
に

入
れ
た
」
と
訂
正
し

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
あ
ち
こ
ち
で

梅
が
咲
い
て
い
ま
す
。
春

の
訪
れ
を
い
ち
早
く
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
梅
で

す
が
、
残
念
な
事
に
マ
ス

ク
ご
し
で
は
匂
い
を
か

げ
ま
せ
ん
！

　
季
節
は
め
ぐ
っ
て
、
間

　ビューティーサロンパピヨン
七瀬怜子さんと左はエステティ
シャン店長の柴田美幸さん。

　左から田本一さん、伊東先生、武石拓海さん

も
な
く
桜
が
咲
き
始
め

ま
す
。
桜
は
楽
し
め
る

事
で
し
ょ
う
。

　
年
度
代
わ
り
で
各
町

会
役
員
等
も
交
代
の
時

期
で
す
。
地
域
の
絆
は

町
会
か
ら
で
す
。
町
会

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
来
月
号
は
４
月
20
日

（
水
）
発
行
で
す
。


